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2006－2007ロータリー年度派遣
ロータリー財団  国際親善奨学生 募集要項
　世界最初の奉仕クラブ団体である国際ロータリーは、1905年にシカゴに創立され、世界中の166カ国で、約123万人のロータリアンが、31,603以上のロータリー・クラブに所属しています。各ロータリークラブは、数々の奉仕活動を提供し、クラブ会員個々の職業を通じて高度の道徳水準を守り、世界の平和と人類の幸福を目指して活動をしています。
　その中で、ロータリー財団は国際間の理解と親善と友好に向けた国際親善奨学金プログラムを提供しています。このプログラムは、民間では世界最大規模の、国際性を備えた奨学金プログラムで、1947年に開始されて以来、約100ヶ国の学生に奨学金が授与されています。米貨にして累計約3億5,600万ドルが支給され32,000人以上が世界に留学しています。
　留学中のロータリー財団奨学生は、ロータリーの親善使節として世界各国で国際親善と理解を深めるために活躍をしています。
　この度、国際ロータリー第2570地区では、2006－2007ロータリー年度に派遣する「国際親善奨学生」を下記の要領で募集しています。応募ご希望の方は、詳細につき第2570地区国際親善奨学金学友会ホームページ　(http://www.rid2570.gr.jp/)　をご参照ください。
記

1. 奨学金の種類

奨学金の種類：　1学年度　国際親善奨学金（1学年度9ヶ月支給）
支給金額：　    上限26,000 USドル（旅費を含む）
派遣国：        世界のロータリークラブ所在国
派遣年度：     2006－2007ロータリー年度（ロータリー年度とは7月～翌年6月です）
募集人数：     5名程度
募集期限 　    申込書の応募締切日　平成17年3月10日（木）必着

（書類審査がありますので、早めに提出して下さい）
2. 目的

この奨学金の主要な目的は国際親善と友好であり、学位や資格を取得することではありません。奨学生は高い学業成績を維持することも期待されますが、留学国で国際理解と交流を深めるためのあらゆる活動を行う責務があります。
3.奨学金給付に際して

 (1) この奨学金は、滞在中の授業料、教材及び生活費等に加えて留学国への往復の旅費も含み、上限

支給額で26,000 USドルです。
もし、支給奨学金26,000 USドル以上の費用を要する場合は、追加分を自己負担しなければなり

ません。「学費・生活費等と往復旅費を含む支給額26,000 USドル」の費用を超過する教育機関

を志望する場合は、その教育機関に対して、超過する分の資金調達の方法を証明できることが条

件となります。
(2) 第2570地区では、地区選考に合格された方に、派遣までの約1年間に5回のオリエンテーションを

行います。選考に際しては、歴史と伝統のある当地区の奨学生を派遣するために、オリエンテー

ションへの出席の誓約を基準の一部に考えています。特別な理由のない欠席の場合は資格を失う

ことがあります。ご留意下さい。

(3) 合格者はロータリー財団本部への申請書提出にあたり奨学金支給期間終了後、派遣地区に帰国することを誓約します。当2570地区では、帰国した財団奨学生全員が財団学友会（奨学生OB会）に加入し、留学で得た体験や知識を後輩への指導等に活かしています。この活動への参加意志が申請の前提条件となります。

4. 資格条件：
(1) ロータリー関係者ではないこと。

＊ロータリアン、ロータリーの職員、ロータリアンの家族には、申請資格がありません。

(2) 申請地域と関係があること。以下の①～③のいずれかに当てはまることとする。
①応募時以前に過去6ヶ月以上、埼玉県を本籍としている。
　    ②応募時以前に過去6ヶ月以上、第2570地区内に居住している。
　  ③学校または職場が、第2570地区内である。

(3) 学生の場合は、奨学金支給開始年度（2006年7月）までに、全日制教育機関で2ヶ年の大学課程

修了者であること。就労者は、高校卒業後、フルタイムで2ヶ年以上、職業に従事していること。
(4) 希望する留学国での修学に必要とされる語学レベルを有すること。
　   ＊専攻によっても多少変わりますが、応募時の大体の目安は次の通りです。

英語――英語検定準1級またはTOFEL-CBT197(530)点程度

（留学時にはTOEFL-CBT213(550)点を要請されています）

フランス語――フランス語検定2級程度

ドイツ語――ドイツ語検定2級程度
（英語以外の言語の場合は、地区で合格後、留学前にロータリー指定の語学試験に合格

することが必要です）

　(5) 留学地域が「以前6ヶ月以上住んだり留学したりした国の、州や県でない」こと。
　(6) 留学に耐える体力を有すること。
　

5. 特記事項 
　　以下に該当する志望者は、当地区の選考に際し特別の評価を受けることがあります 
　・途上国に関する医学・公衆衛生学を研究する者 （例：エイズ、ポリオ） 
　・途上国に関する環境・開発問題を研究する者 （例：森林破壊、海洋汚染、所得不平等、貧困問題） 
　・社会的弱者が安全な暮らしを送ることが出来ることに貢献する研究 
　　（例：子どもたちの薬物・暴力防止、識字率の向上、豊かな老後生活、バリアフリー）

6. 応募の方法： 
(1)留学希望大学(院)の特定

　留学先は、ロータリークラブのある国に限られます。応募者は、希望する教育機関（大学・大学院等）を、第1志望校から第５志望校まで決める必要があります。なお同一国内の教育機関は、最大で２校までしか選ぶことはできません（かつ同一都市内でないこと）。 
※England, Scotland, Wales, North Ireland は、それぞれが一つの国として扱われます。 

(2)提出資料と期限 
提出すべき資料
応募に際しては、資料１～資料３を、ガバナー事務所に郵送にて提出する（E-mail, Fax等は不可）。 
　　資料１（必須）：申込書 
　　　申込書は本ウェブサイト末尾にある。これを印刷の上、必要事項を記入。 

　　資料２（必須）：小論文 

テーマ（下記3項目につき全て記述すること） 

1. 得意な学科と今後の課題、職歴、職業上の目的や目標、あなたの人生におけるその他の重要な

出来事について説明した簡単な略歴。（2枚以内） 

2. 奨学金を申請する理由、希望専攻分野と将来の職業プラン、および、これらの計画がどのように

国際理解と世界平和というロータリー財団の使命を支援し、貢献しうるかについて説明した詳細な趣旨声明。なお、希望教育機関を選択した理由と、選ぶにあたって参照した情報源、および、その教育機関が親善大使としての目的をどのように支えるかについても明確に説明すること(2枚以内） 

3. あなたの主な関心事や活動についての要約。ただし、それらにおいてあなたが指導的役割を果たしているものであること。講演の経験、社会奉仕の活動歴があればあわせて明記すること。（1枚） 

・合計２部提出（１部は第１希望国の言語で記入、他の１部は日本語で記入） 

・用紙: 白・A4版・5枚以内（厳守） 

・書式: 留学国言語――60字×25行。日本語――30字×25行。 

・1ページ目の右上: 氏名・郵便番号・住所・電話番号を記入。 

・各ページの右上: 氏名とページ数を記入。（5枚の場合は1／5、2／5、3／5 …） 

· 以上の規定はすべて厳守すること。枚数や書式の規定が守られていない場合、書類選考の段階で

不合格になる可能性があります。

　資料３（任意）：語学能力証明書 
　　例：英語圏に応募するものは、TOEFL-CBTやTOEICのスコア証明書（スコアシート）の写し。

資料３はあくまで参考のため、なくても構いません。

　　　　　　　 
提出先

国際ロータリー第2570地区ガバナー事務所 （2004-2005年度）
〒366-0824　埼玉県深谷市西島町1-1-13　埼玉グランドホテル深谷701号
電話番号：048-551-3821　 Fax : 048-574-8971

提出期限

2005年3月10日（木）までにガバナー事務所国際親善奨学金事務局に郵送で提出 （必着）

7. 選考の手順
· 第1次選考: 書類審査

第1次選考終了後、選考結果及び第2次選考の案内が郵送されます。

第1次選考通過者は第2次選考前に最寄りのロータリークラブとの面談を行っていただきます。
場所、日時等の詳細は個別に連絡いたします。

· 第2次選考: ロータリーに関する講話、小論文、語学試験（筆記・面接）
　  日時　　平成17年5月14日（土）9:30～17:00

集合  9:20（時間厳守）  ＊開場は9:00

　　会場　　坂戸市文化施設「オルモ」（東武東上線　北坂戸駅東口前） 049-282-2511
（駐車場が遠く不便なので、電車利用をお勧めします。会場内食堂は小規模のため、会場

外部で各自の昼食となります。持参してもかまいません。）
    携行品  筆記用具

第2次選考終了後、選考結果及び最終選考の案内が郵送されます。（5月16日発送予定）

· 最終選考: ガバナーおよび奨学学友委員会による面接
　　日時　　平成17年5月21日（土）9:30～17:00
　　会場　　「オルモ」（上記参照）

· 最終合格者発表日　　平成17年5月25日（水）（郵送発表）
· 合格者ガイダンス（必ずご出席下さい。欠席の場合、合格を取り消すこともあります。）
　　日時    平成17年6月4日（土）13:00～17:00
会場　　「オルモ」（上記参照）

8. 最終選考合格者が提出しなければならない書類 
　　最終選考合格者は、さらに所定の用紙による次の書類が必要になります。 
　　資料１：奨学金申請書2部（1部は第1希望国の言語で記入、他の1部は日本語で記入） 
　　資料２：留学国の言語に関する語学担当教師またはこれに代わる者の語学力証明書 
　　資料３：学業上の指導教授、雇用主または上司のうちから2名の推薦状

    資料４：各種証明書

　　

9. 地区選考合格後の派遣教育機関の決定

最終的な決定はロータリー財団本部(米エバンストン)によって行われます。例年11月から1月頃通知が送付されます。その際に留学先の教育機関および受入れホスト・ロータリー地区が指定されます。第2希望以下の機関に指定されることもありますので、あらかじめご承知おきください。


(問合せ先 
　応募に関する問い合わせは、国際親善奨学金事務局（zaidan@mail.rid2570.gr.jp）までお願い致し

 ます。

　国際ロータリーに関しての情報は、下記のホームページをご参照ください。

　http://www.rotary.or.jp/

以上
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